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歴 史か ら見 た 日本 と西洋 の カルチ ュ ラル ・トレー ド

ジ ャポ ニ ス ム か ら ジ ャパ ン ・クー ルへ

レナ ト ・リベ ラ

1は じめ に

2005年 、小説家の ピーター ・ケアリー とその息子の 日本旅行のエピソー ドをまとめたノ

ンフィクション旅行記Wroπ8A60厩 」αpαπが出版 された。そこには、父であ る作家の求め

る禅、 日本舞踊、歌舞伎な どといった伝統文化の聖地である 「日本」、それに対 して、息

子が好むアニ メやマ ンガな どの世界である 「日本」 とい う、二つの完全 に異なる 「日本」

のイメージがみ られ る。旅行記の終 わ りには、これ らのいずれの イメージも現実の 日本 と

は異なるという結論が書かれるのだが、これ らの、現実 とはずれた「日本」、 また親子 間、

世代 によって も異なる日本の イメージとは、 どのように構成 され、 どの ように変化 して き

たのだろうか。

1-1本 稿の目的

現在、世界各地にそれぞれの 「日本」のイメージが、ポピュラー ・カルチ ャー によって

形成されつつ、さまざまな方法 により、その イメージをもとに して国や文化 としての 「日

本」が評価 されてい く。無論、これは日本 に限 らず、多 くの国に関 して も言えることであ

ろ う。 しか し、そのイメージの構成の特徴 としては、西洋 と日本の貿易によ り、成 り立つ

ものであることが、歴 史を通 して様 々な共通点 を取 り上げると明 らかになる。要す るに、

「日本」の イメー ジを構築するの に、常 に 「西欧」 の一部 も同時に回帰的に消費 されてい

ることを明確 に したい。 また、その上、形成 された 「日本」のイメージが、 どの ように海

外 との交流によ り認識 されるようになってきたか を見 ることによ り、19世 紀のジャポニス

ム と同 じように、ある程度創 られた 「日本」が 「ジャパ ン ・クール」 として再び世間の話

題 となっていることを証明 したい。 それこそ 「美術」 と 「大衆文化」の境 目が曖昧になっ

ているという現在の視点から、コンテ ンツの国としての 「日本」の将来のイメー ジも考え
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てい きたい。

本稿では、最初に江戸時代鎖国末期の欧州万国博覧会を介 した浮世絵 と印象派絵画の関

係、及び大正期 の新版画の関係性 を論 じ(2節)、 次に、消費社会 に入った 日本の60年 代

以降のポピュラー ・カルチ ャー とその海外での受容のあ りよう、その際の 日本社会の状況

を時代順 に検:討してい く(3節)。 その上で、西洋における江戸末期の浮世絵受容 のあ り

かたと、近年のポ ピュラー ・カルチャー受容のあ りかた とを比較 してい く。最後に反体制

的な浮世絵 と保守的な新版画運動の関係、反主流のオタクカルチ ャーとその政策的利用の

関係性 にも触れる(4節)。

2日 本文化受容の原型 19世 紀鎖国末期の万国博覧会

西洋か ら見た、 また、西洋が求めている 「日本 らしさ」 を代表す るもの として、江戸、

富士 山、芸者などのモチーフは19世 紀か ら現在まで非常に強 く残 っている。 これ らの古い

事例 は、鎖国末期か らの浮世絵の輸入とそれが西洋に与えた衝撃 にみることができる。 さ

らに、西洋 において も、時代の変化に応 じて 日本 に対す る態度は変化 し、求め られ る 「日

本」 と排除 される 「日本」の取捨選択 によって 「日本」 というイメージは作 り上げられて

きた。本節では、鎖国政策末期か らたびたび開かれた欧州万国博覧会において、浮世絵が

西洋 に与 えた衝撃を通 じて、西洋 における 「日本」 イメージの構成過程 を考察 してい く。

2-1浮 世絵 とジャポニスム

浮世絵 「発見」の神話的物語 として、江戸時代、浮世絵の木版画が、西洋 との貴重な貿

易品を包む紙 として使用 されてお り、それが西洋人の驚嘆を呼び起 こしたとい うものがあ

る。それ以降、浮世絵 はフランスのモネ、 ゴッホな どといった印象派(Pの 画家か ら注 目

を浴 び、印象主義運動の行方、モチーフやスタイルに影響 を与 えた(ω。さ らに、万 国博覧

会(1851年 ～)、 欧州大衆が新 しい文明や教育 に触れる機会を提供 したが(吉 田ほか1984:

〔11「印 象 派 」 とい う言 葉 の 由 来 は 、1872年 の モ ネの 作 品 『印 象 日の 出 』(Z配 ρress`oπ,soZe`〃eひ απ置)

で あ る と思 わ れ る(Leymariel966:3)。 芸 術 家 か つ 評 論 家 で あ る ル イ ・ル ロイ が モ ネの 作 品 を批 判 す る な

か で 、 「確 か に 印 象 は 感 じた か ら、 本 質的 に 印 象 が こ もっ て い る… そ れ に 、 な ん とい う単 純 さ1受 精 卵 の ま

まの 壁 紙 の 方 が 、 あ の 海 景 よ り も完 成 度 が 高 い」 と記 述 した こ と に よ り、 「印 象 派 」 と名 づ け ら れ た概 念が

誕 生 した の で あ る 。

121仏 、 欧 州 の 印 象 派 画 家(モ ネ 、 ル ノ ワー ル 、 ピサ ロ、 セ ザ ンヌ 、 ドガ な ど)は 反体 制 主 義 の 観 点

か ら 「印 象 派 運 動 」 を生 み 出 した が 、 浮 世 絵 とい う 町 人 文 化 に 親 近 感 を 覚 え た の か も し れ な い 。 ク ロ ー

ド ・モ ネの1876年 の 『日本 の 着 物 を着 た カ ミー ユ 』(Lα 」αpoηα`se)に は着 物 姿 の 妻 が 描 かれ て い る。 ま た
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86-88)、 とりわけ彩 しい日本美術品が陳列 されたパ リ万国博覧会(1900年 パ リ)は 、浮世

絵が世界的に知 られる機会 となった。そこで文化的輸入物 として浮世絵は歓迎され、西洋

におけるジャポニスムはピー クを迎 えたのである。

一方で、 もともと日本国内では浮世絵 ・木版画 は低い芸術的地位 しか得 られず、単なる

使い捨てのポピュラー ・カルチャー とみなされていた。例外的に、将軍な どが作 らせ た作

品は高いステイタスをもちえたが、それ らも城内の装飾が 目的のものであ り、浮世絵の典

型的特徴の一つである 「町人」 は描写 されず、一般にも公開されない ものであった。そこ

で画家たちはペ ンネームで、活発的な町人文化、活力あ る江戸 とい う町(特 に売春宿など

を含む夜の シーンが多かった)を 描 く浮世絵 をかきは じめ、多 くの浮世絵が生 まれた。美

学的価値が西洋か ら付与 されて以降、浮世絵 は日本に とって対外的 な文化的資本になった

のである。

西洋における浮世絵へ の関心の高 まりは、 日本で浮世絵が終焉 を迎えた頃の ことであっ

た。実際、浮世絵への関心 は、後期の広重や北斎 に集中 してお り、それらは以前の作品よ

り美学的 ・構成的に複雑で、 また西洋 由来の技術 を使用するものであった。た とえば、ス

ーラの 『グラン ド・ジャッ ト島の夏の 日曜 日の夜』(σπd伽 απcんθαpr壱s一配ε読dZ7Zede

♂αGrαηdeJlα漉,1884-85)と 広重後期の作品には、主に幾何学的面での構成な ど様 々な類

似点がある。それは浮世絵 末期の 「海外 に受 けやすい 日本 らしさ」の表 れで もあった。こ

の 「日本」 は遠 く、解釈す るのに大変 な苦労 をせ ざるを得ない 「日本」ではな く、無意識

に西洋 に触れやすい 「翻訳 された」、「西洋の文法で語 られる」「日本」であった。つ まり、

西洋は 「新鮮」・「斬新」・「変わった」東洋イメージを輸入 したが、輸入 された作品自体が、

すでに西洋が咀囑 したうえで理解 しやす くなったイメージを内在化 して描かれた ものだっ

たのである。

2-2新 版画 と保守主義

文明開化 を受 けて、西洋か ら 「写真」が普及 し始め、木版画 とい う浮世絵 は写真 との競

争に負 け、徐 々に姿を消 していった。 しか し大正時代 に入る と、「ロマ ンテ ィック」 な日

ゴッホは、広重の 『大は し あたけの夕立』や 『新吉原梅屋舗』を油絵に写 した作品数点を遺 している(吉田

ほか1984:90)。1874年 か ら1900年 代 にかけて、印象派絵画やアールデコ工芸は 「プレ・ポップカルチャー」

を欧州で起こした(中 村 ・小野打2006:85)。 た だし、印象派のある種のカウンター ・カルチャーとしての

美術は、上流階級からは疑められつつ も一般社会には根づき、進化を遂げていく。青年画家達はより派手

な色を使い、より 「印象」の雰囲気を生み出していた。ただその支持者はブルジョワ階級に留まり、町人

が支援 した日本の浮世絵とは違ってポピュラー ・カルチャーとはいえなかった(中 村 ・小野打2006:85-

86)a
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本 を希望す る人々は、社会背景が急速に変化するなかで、日本の 「伝統」を取 り戻そうと、

「新作版画」や 「創作版画」を生み出 した。版画家 ・渡辺正三郎(1885-1952)の 「新版画」

システムは、浮世絵の時代の版元(出 版の方法:四 人の役割分担)を そのまま再現 した。

新版画は、作 品の製法だけでな く内容 も伝統(「 昔」の 日本)を 表現 しようとした。そ こ

では、文明開化 に伴いすでに日常的風景か ら消 えていた着物姿の美女や滝の下の桜の木な

どがえがかれた。それ らは消滅 していた浮世絵の 「伝統」を取 り戻そうとい うものであ り、

木版画の伝統の美 を再 び、新 しい時代のために提供するという夢想的で非常 に素朴な意思

にもとついていた。
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図1江 戸 ・大正時代で見 られる西洋 における日本のイメージ構築 とその逆輸入

しか しこのような 「新作 版画」や 「創作版画」は、活発的な町人文化、活力ある江戸、

町人の文化の反映であった江戸時代の浮世絵 とは全 く異 なる背景 を持 っている。つ まり、

万国博 覧会 まで 「美術」価値 を国内で もたなかった江戸時代 の浮世絵 と、渡辺氏が再現 し

ようとしていた(西 洋に価値を見出された)美 術 としての浮世絵に基づ く新版画は全 く別

ものである。新作版画 と創作版画は、不自然な形で 「日本の美術」の進化 を代表 しようと

した。それは反体制的表現が特徴だったかつての浮世絵 とは大 きく異 なる ものだったので

ある。

この ような反体制は、テーマの内容から伝統の尊敬が確 認で きる新版画 と浮世絵 の違いの一つ
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と な る。(BrownandGoodall-Chstante1996:11)

以上のように、江戸末期以降の浮世絵 の西洋での受容 は、「日本」のイメー ジをめ ぐっ

て、西洋 と日本でそれぞれね じれた現象を生み出 した。それでは、このような現象は、果

た して現代で もみられるものだろ うか。以下では、現代 において 日本のポピュラー ・カル

チ ャーがいか に西洋で受容され、いかなる 「日本」 イメー ジを形成 しているのかを考察す

る。

3現 代 における日本 から西洋へのポピュラー ・カルチャー輸出とイメージ形成

3-1日 本のポピュラー ・カルチャー流通一1960年 代 ～80年 代、「脱 日本化」の時代

現在、 日本のポピュラー ・カルチャー(マ ンガや アニ メ)は 、海外 において、Japan

Coo1と して受容 されてお り、それによる 「日本」の イメー ジが広 く流通 している。そこ

での 「日本」 イメー ジはいかに構成 されているのだろうか。いかなる 「日本 らしさ」が強

調 されいかなる 「日本 らしさ」が排除、無臭化 されて きたのだろ うか。本節では、以上の

ことについて、その背景 も含めて検討 し、前半 に論 じたジャポニスム との比較で きる さま

ざまな点を示 したい。

ここでは、 日本のポピュラー ・カルチ ャーの流通の歴 史を三つの時代に分ける。

まず、初めにみる1960年 代か ら80年 代にかけての時代 というのは、 日本のアニメーシ ョ

ンやポピュラー ・コンテ ンツが、多 くの場合、「脱 日本化」 されていた時代である。 グロ

ーバル化、 また、家庭用デジタル複製技術の発展 して くる以前の この時期、海外ではほ と

ん ど 「日本」が意識されずに、日本の コンテ ンツが普通に消費されていたのである。

60年 代以降、 日本アニメは様々な形で、海外 に伝播 して きた。『鉄腕 ア トム』、『鉄人28

号』、『キャンデ ィ ・キャンデ ィ』、『ベルサ イユのバ ラ』 などは海外で紹介 され50年 代生 ま

れの世代にはよく知 られている作 品である。 しか しなが ら、それ らの作品のアメリカ版で

は、「日本 らしさ」は視聴者 には隠 されていた。 まず登場 人物 の名前 の変更(ア トムは

"A
stroboy"、 金田正太郎 は"BillySparks"と 改名された)。 日本 という異国は、当時の

子供たちにとって複雑す ぎると判断 されたか らである。同様に、松 本零士が 『宇宙戦艦ヤ

マ ト』で描 く 「日本 らしい」表現は、『ヤマ ト』の海外版である 翫αr配αzer8か らと り除

かれ、主人公古代進はDerekWildstarと いうフ ァンタジー ・ヒーロー的名前 に変えられ

た。 また、『ガッチャマ ン』 はBα 観θoμ 加PZα π伽 と改名 され、地球を舞台 とする原作
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とは異 な り、ア メリカ版 では毎 回、異な る星が舞台 となっていた(フ ィギュア王77号

2004:65)0

1985年 に 『超時空要塞マ クロス』のアメリカ版は、その3年 前に放送された 日本版か ら

名前の変更はもちろん、ス トー リーの流れが変更 されただけでなく、1984年 の 『超時空騎

団サザ ンクロス』と1983年 の 『機 甲創世記モスピーダ』とい う異なる作 品の合成によって、

Roboごecん という名前の全 く新 しい物語 〔31として放送された。こうして日本版 『マ クロス』

とは完全 に違 う作 品になった 丑060♂e読 の視聴者 は、北米、南米、欧州、そしてアジアに

まで広が ってお り、日本版よ りも圧倒的に多数の視聴者 を獲得 している。しか し、その際、

それはアメリカ製アニメとして宣伝 され、受容 されていった 〔の。

これらの作品は遠い未来のSF物 か、 ヨーロッパの歴史を舞台に した物語であるため、

当時のオーデ ィエ ンスにとってな じみにくい異国の地である 「日本」 とはある程度距離 を

置いてお り、複雑 な部分をカ ットすればまだ しも海外 では受 け入れられやすか った。 しか

し、 これ らの作 品は(デ ィズニーに代表 される正統派の)西 洋のアニメ とは異 なる、新鮮

な印象 を視聴者 に残 した。

さらに次の ような複雑な事例 もある。アメリカの大手おもちゃメー カー、ハスプロ社は、

80年 代 日本のロボ ッ ト・ブームに注 目し、欧米向け商品のマーケテ ィングを開始 した。 日

本の タカラ社 と契約を組んだハスプロは、 タカラが開発 した、実車や実機 などをモデルに

した変形 ロボ ッ ト玩具、「ダイアクロー ン」 のラインア ップか ら 「カー ・ロボッ ト」 を、

そ して 「ミクロマ ン」か ら 「ミクロチ ェンジ」 シリー ズを、海外向けに新たにアレンジす

る検:討を進めた。こうして1984年5月 に、マーブル社か らコミックス版が、そ して東映動

画社(現 ・東映 アニ メーシ ョン)に よるテ レビアニ メも制作 され、登場 したのがTんe

Trαηslbr㎜ersで ある。 日本の メカ関連のお もちゃは新た に名前や性格 などが与 え られ、

「敵」 と 「味方」で分け られた全 く新 しい物語 を背景 に し、欧米の子供 たちに大ブームを

起 こした。翌年6月 には日本で も 『戦 え1超 ロボ ット生命体 トランスフォーマー』 という

題名で放送が開始 され、 これに合 わせ て70年 代の後半、80年 代前半 にすでに別名で発売さ

`31アメ リカ版 『マクロス』の作品クレジットに英語版の製作スタッフ名はあるが
、河森正治や石黒

昇などの日本のクリエーター名がない。当時、 日本のアニメ製作者は、国内向けの商品しか考えていなか

った。海外からの申し出を受けるとき、著作権などを深 く気にしなかった。
ゆ 『マクロス』の原案製作者は 「スタジオ ・ぬえ」であ り、アニメ製作スタジオ 「竜の子プロ」であ

る。竜の子プロは製作中に資金難に陥り、海外のハーモニー ・ゴールド社に権利を売って、援助を受けて

完成させた。そこか らゴール ド社は、現在、日本を除 く全世界の 『マクロス』に関わる権利 を持っている

と主張。2001年 、「ぬえ」は 「竜の子」を訴えた。「竜の子」は単なる製作協力で関わっていたため、権利

を売ることはできなかった、と。現在もまだその複雑な争いが続いてお り、国内で 『マクロス』の名前の

著作権を持 っているビックウエス ト社でも、海外で、ハーモニー ・ゴール ド社の許可なしではあらゆる形

のマクロス商品(ア ニメ作品、プラモデルなど)を 売ることができない。

Kyoto Journal of Sociology XVI / December 2008



リベ ラ:歴 史か ら見 た 日本 と西洋 の カ ル チ ュ ラ ル ・ トレー ド 43

れていたお もちゃが 『トランスフォーマー』の新 しいパ ッケージで再び タカラ社 より発売

されるようになった。 これはまさに、逆輸入の効果であった(別 冊宝島9962004:112)。

それでは果た して、『トラ ンスフ ォーマー』 は 「日本の作 品」 なのだろ うか、それ とも

「アメリカの作品」なのだろ うか。アニ メのプロデューサーや脚本家 は全員アメリカ人だ

が、東映動画のアニメは、 タカラ社のデザ インを元にして、かなり日本 らしさを残 した も

のであ り、共同制作 は今 も続いている。

この ように、当時の 日本のポップカルチ ャーは,西 洋ではその まま西洋のポ ップカルチ

ャーとして流通 されていた。 日本か らアニメが輸入されていた理由 とは、それ らのクオ リ

テ ィが高い ものに見 えたか らである。 また、それ らは内容的に、「子供向け」のアメリカ

製アニ メよ り複雑で、進化 したものとして映っていた。そのため、当時は、サブカルチ ャ

ーの中でRo60`e疏 な どが代表する日本の アニメが、西洋のアニ メ業界に革命を起こす と

思われていた。 ところが80年 代になって、 日本のスタジオを利用 していた 『トランスフ オ

ーマー』 のような作品製作が円高のために困難になった。そのため、『トランスフォーマ

ー』の海外放送は1987年 に終了 した。

これらの例か ら80年 代半ばまでの海外 における 日本製アニメの受容について言えること

は、上記の ような 「日本 らしさ」の隠蔽にもかかわ らず、送 り手が意識 していない 「日本」

なるものが、西洋の受 け手に無意識に受容 されていた とい うことである。そ してそのイメ

ー ジは、伝統的な日本(浮 世絵、あるいは新版画の時代における美学的なイメージの 「日

本の伝統」の価値)で はな く、「日本 らしさ」が取 り除かれていたに もかかわらず,そ れ

らアニ メの中の 「日本」が知 らず知 らずのうちに受容されていたのである。

3-2日 本のポ ピュラー ・カルチャー流通一1980年 代末～90年 代、「カウンター ・カ

ルチャー化 する日本」の時代

前節では、1960年 代か ら80年 代まで、西洋で流通する日本のポ ピュラー ・カルチャーか

ら 「日本 らしさ」が隠されていたことをみて きた。続 く80年 代末か ら90年 代にかけては、

サ ブカルチャー としての関心の高ま りなどか ら、 もはや 「日本」は隠 しきれる存在ではな

くなり、今度は性的かつ暴力的描写が溢れるコンテンツとして、メインス トリームの西洋

社会にカルチ ャー ・シ ョックを与 えるようになった。つ まりこの時期 において、 日本のポ

ピュラー ・カルチ ャーとそこにあ らわれる 「日本」は、ある種 のカウ ンター ・カルチャー

として認識されるようになる。

80年 代末、 日本国内では、 『オネア ミスの翼』(87年)、 大友克洋の 『アキ ラ』(88年)、
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押井守の 『バ トレイバー』(89年)な どの名作アニメ映画が次々に製作 された。その一方、

80年 代のアメリカでは、当時スーパーヒーロー路線であったマーブル社 とD.C.社 の作品が

中心であったコミックス ・サブ カルチャーの業界に、様 々なインデ ィペ ンデ ント作品を提

供するダーク ・ホース社が参入 した ことで、コミックス業界内に大人向けカウンター ・カ

ルチ ャーが生 まれた。その中心にあったのが、大友克洋 によるマ ンガ 『アキラ』の英語版

であ った。 ダー ク ・ホース社は、 『アキラ』を全 く新 しい読者 に向け、翻訳用の レイアウ

トの修正以外、ほとんど変更な しのマ ンガ作品 として発行 した。

このような背景において、90年 代以降、 日本製のアニメが本格 的に 「日本」 として西洋

に宣伝 され るようになる。90年 代、ハー ドSF『 アキラ』や 『攻殻 機動隊Gんos彦 読 読e

S加 〃』のような作品 を代表 とす る日本 のアニメー シ ョン、 また同時期 に輸入された 日本

の一般的なポピュラー ・カルチ ャーは、西洋のメイ ンス トリームでも盛んにな りつつあっ

た。60年 、70年 代の西洋人による 「日本」のイメージは、伝統 を守る国、またそれ と同時

に急速に発展 しつつあるハ イテクの国で もあるというものであった。 このようなイメージ

をもつ、「『子供』のイメージのないハ イ ・クオリテ ィ劇場用 日本製アニメー ション」、つ

ま りサブカルチャー作品は、ス トリームライン ・ピクチ ャーズ社(1989年 に、 日本のアニ

メをアメリカの映画館 に提供するために設立 された会社)な どによって、 ミニシア ター系

映画館で公開された。

街 ごとで一つの映画館に しか放映 されていないということである。た くさんのフ ィルムや宣伝

のための予算がない私たちにとっては、ある意味で仕方が ないことである。一方、そうい う仕組

み で もある。 アニ メー シ ョンは大 人の映画 観賞 者 に大 きなオーデ ィエ ンスは ないの である

(Patten2004:100-101)

1988年 公開劇場用アニメー ション 『アキラ』は海外で好評をもって迎 えられた。 それは

デ ィズニー ・アニメーシ ョンで育って きた海外視聴者 にとっては、革命的な衝撃であった。

1990年 の英語版のリリースに伴い、発売元 アイラン ド・ワール ド・コ ミュニケーションズ

社は、『アキ ラ』 に代表 される 日本の新鮮なアニ メーシ ョン技術 やテーマを紹介す るため

に、大人向けの新 レーベル、マ ンガ ・エ ンターテインメン ト社を設立 し、以降様 々な(以

前の海外 アニメではあ り得 なか った)SFや ハ ー ドボ イル ド・アクシ ョンの作品を多数 リ

リース した。 こうして西洋の コミックス ・サブカルチャーに、「日本マ ンガ/ア ニメファ

ン」 とい う消費者が生 まれた。

とはいえ作品が正式に輸入される以前か ら、活発なファン層は存在 した。彼/彼 女 らは

80年 代にかけ、V:HSテ ープな どを日本か ら持 ち帰 り、小 グループで翻訳を書 き、簡単なパ
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ソコン ・ソフ トを使って字幕 を作 り、コピー(複 製版)を 完成 させ、全国に送 り出 してい

た。 この ようなメンバー に支 えられてファン層は広 ま り、アニ メ ・サブカルチ ャーは徐 々

に全国に広がっていった(DalyandWicel995:10)。

このように して、1990年 代半ばには、 日本から数多 くの作品が取 り上げられ、認可 され、

輸入 されたが,そ れは 『うろつ き童子』(1w刀 α8croZの のよ うに暴力的かつ性的な内容

(要す るに、いわゆる通常のデ ィズニー作品の ようなアニメー ションへの カウンター ・カ

ルチ ャー)を 特徴 にしていた。 このため、 日本のアニ メが広 く流通するにしたがい、それ

に対する社会的反応 も起 こって きた。それ らはお しなべて否定的であ り、 イギリスの場合

む しろ日本のポ ピュラー ・カルチャーは子供に悪影響 を与 え、社会の道徳を腐敗 させるよ

うな、危険な文化 とみなされた。

たとえば、『ス トリー ト・ファイターH』 に代表 される格闘テ レビ ・ゲーム(任 天堂社

スーパー ファミコンで登場)が 全世界に流行 し、欧米ではます ます 日本発のキャラクター

があふれ るようになったが、これ らは往 々に してに暴力色 をむき出 しに してお り、ゲーム

好 きの子供をもつ親に 日本の文化は暴力的であるとい うイメージを植えつけた。だがこの

流行に乗 り、アメリカのゲーム会社 ミ ドウェイは 「ス トリー ト・フ ァイ ターH』 の枠 を基

に し、ルfoπαムKo配 わ醜 というアーケー ドゲームをリリース した。それはアメリカ製のも

のであ りなが らも、「日本 ら しい」武術の表現で描かれていた。そ して、デ ジタル化 され

た実写の人間(俳 優)と してのキャラクターが、 フォ トリア リステ ィックに戦 うときは、

当時はみ られなかった 「リアルさ」で血 などが描かれ、ホラー映画 に比較で きるほどの極

端 な暴力性で相手 を殺傷するのである。 このゲームがアーケー ドか ら家庭用 システムへ移

ることがほぼ決定 した とき、当時の市場 をリー ドしていた 日本のゲーム会社セガ と任天堂

は、 メデ ィアから、激 しい批判 を受け、 自らvoluntaryratingsystemを 導入 した(Daly

andWice1995:154)。 これ らの事例か らも、欧米におけるポピュラー ・カルチャーを通 じ

ての 日本のイメージはかな り否定的であったといえる。

また一方で、従来通 り放送用に 「日本 らしさ」を消 し去 りなが ら 「日本の物」 として発

表 されていたPoωerRα πger8や 『ボケモ ン』のグローバル規模での成功は、新 たな 「日

本」の イメージを生み出 しつつあ った。 た とえば米国版 『ボケモ ン』の主人公サ トシの

Ashへ の改名 とおにぎりの ドーナ ッッへの設定変更、 またPoωerRα ηgersの 普段着姿はロ

スに暮 らす普通のア メリカ人高校生の設 定を描 く新たに撮影 された シー ンの付 け加 えな

ど)に も関わ らず、「日本」の臭いはまだ残 っていた。

それに もかかわ らず、 この ような作 品を消費する子供たちの親は、決 していい印象を持

たなかった。『ボケモ ン』 自体 は、 ソニーに よるコロンビアの買収な どの80年 代の会社の
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乗っ取 りにあるような 日本の無慈悲 なイメージを思 い出させ、かわいらしさという仮面の

裏に資本主義の機械が隠れているなどと思われた(Allison2006:250)。 そ して親か ら見れ

ば、武術 を中心にす るPoωerRα η8ers、『ドラゴンボール』などという作品は、道徳な ど

が全 く学べ ない、暴力だけの ものであった。

た しかに、当時、"IrresponsiblePictures"(「 無責任な絵」)と して訳 されていた 「マ ン

ガ」 という言葉は(マ ンガ ・エ ンターテインメン ト社の影響 で)メ インス トリームでは認

知され るようになって きていた。 だが評論 家や記者か らは、性的かつ暴力的 なイメージ

(多 くの人にとって、 ファンになったきっかけでは確 実にあ るが)か ら下品 と評価 されて

いた。そして海外 にまで伝わった宮崎勤のニュースに加 え、90年 代 におけるこれ らの(比

較的)少 数の輸入されたポ ピュラー ・カルチャーからは、非道徳的で 自己中心的な社会 と

しての 日本のイメージが構成されたのである。

浮世絵の具体的な特徴へ の関心 同様、西洋 は直接関係で きるクオリティを探 し(ポ ジテ

ィブで もネガテ ィブで も同様である)そ して全体 に関す るソーシャル ・コメンタリーを行

う。西洋のメディアは、Poω θrRαπ8ersや 『ドラゴンボール』の内容 における暴力 を見た

だけで、 これらのポ ピュラー ・カルチャーが 日本 の社会では実際にどのように消費されて

いるかを研究せずに、 日本社会全体を批判 したのであ る。

3-3日 本のポ ピュラー ・カルチ ャー流通一1990年 代～現在、メインス トリーム化す

る 「日本」へ?

1990年 代以降、 日本の過激 な映像か ら影響 を受 けた西洋の若者が成長 してきたことによ

り、 日本のコンテンツにみ られた 「日本」の イメージ自体が大衆化 され、 ファッシ ョナブ

ルにさえなった。 また、西洋 において流行す る 「日本」 イメー ジの再生産の中、 日本か ら

直接輸入される 「日本」イメージと異なるイメージも登場 し始める、改めて 「日本 らしさ」、

また、「日本」 を考 え直 し、再定義すべ き事態があ らわれている。

海外における日本のポ ピュラー ・カルチャーの受容 は前節 にみた ようなネガテ ィブな認

識を乗 り越 えて、継続 して きている。 これは 『ボケモ ン』の受容に よるところが大 きい。

『ボケモ ン』が メインス トリームにおける日本製アニメに対す る一般認識の変化 をもたら

し、 『アニマ トリックス』や 『キル ・ビル』、 また、間接的には 『ラス ト・サム ライ』、『ロ

ス ト・イン ・トランスレーション』なども、日本の イメージを高めることに寄与 して きた。

その影響は,近 年の西洋のテ レビアニ メにも明 らかに見 られるのである。

これ らはいずれ も新 しい世代 に主に受け入れられている 「日本」であ り、以前の世代の
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よ うな戦 争や 、何 百 年 も守 られ て いる伝 統 やハ イテ クの イ メー ジで はな い。 今 日の若 者 は

アニ メ、 漫画 や テ レビ ・ゲ ー ムで見 られ るキ ャ ラ クターそ してそ の フ ァ ンタジー の環境 を

通 じて,日 本 と交流 してい るの であ る。

2002年 に お け る メイ ンス トリー ムの オー デ ィエ ンスが 『千 と千尋 の神 隠 し』 と 『ボケ モ

ン』 を受 容 した のは 、両 方 ともデ ィズニー か ら大 き くか け離 れて い ない か らであ る。 む し

ろ、 デ ィズ ニー とい うブ ラ ン ドの 両 面性 を別 々に体 現 した作 品 だ と言 え る。 『千 と千 尋j

の ほ うで は、 デ ィズニー作 品の ような美 術 的 な高 い クオ リテ ィや フ ァン タジー に満 たす 内

容 が あ る。 一方 、 『ボ ケモ ン』 はデ ィズ ニー の マー ケ テ ィン グのカ を、様 々な 関連 商 品の

同時発 売 活動 に よ り、圧 倒 的 に果 た してい る。 この よ うに、 デ ィズニ ーが 対象 とす る メイ

ンス トリー ム ・オー デ ィエ ンス を、 こ うい った 日本 製 アニ メ作 品 も対象 とす る よ うにな っ

たの であ る。 この状 況 は19世 紀 ジ ャポニ ス ムブ ームの 再来 の よ うに も見 える。

しか し、 今 日の 日本 の ポ ピュ ラー ・カルチ ャー には、 どれ ほ どの 「日本 ら しさ」 が見 出

せ るで あ ろ うか。 「日本 ら し さ」 とは 、何 の こ とで あ ろ うか 。2005年 、 ニ ュ ー ヨー クの

JapanSocietyで 行 われ た"OtakuUnmasked:TheLifb,DeathandRebirthofJapan's

PopCulture"と い う シ ンポ ジ ウム の パ ネ ル で は、 強 い 影響 力 を もっ た論 文"Japan's

GrossNationalCool"の 筆 者で あ る ダ グ ラス ・マ グ レイ氏 が 司会 を務 め 、 この 論点 を取

り上 げ た。

私が ひとつ気になるのは、 アニ メや オタク文化には本質的に日本 固有な要素があ り、今後 も常

にその要素 を持 ち続けるとお二人が考 えているかです15'。 なぜか と言います と、例 えばですね、

アメリカでは現在カー トゥン ・ネッ トワークで 「ブー ム ドックス」 とい うアニ メによく似た番組

が放映されています。 また 「イーオ ン ・フラックス」 というこれまたアニメに よく似たMTVの

番組が映画化 され ました。 また現在、 日本の アニメの技術制作 やイラス トレー ション製作の多 く

は海外で されてい ます。アメリカのヒップホップが国外でどん どん広 まっていったの と同じよう

に、日本のアニ メも少 しずつ 日本固有の もので なくなってい くと思 いますか?(McGray,Saito

andAzuma2005:5)

つまり、日本のアニメの特徴は、その影響 を受けた海外でも生産 されつつあ る。ゆえに、

日本独特の もの とは言 えないのではないかというのがマグレイの問いである。

たとえば、『マ トリックス』で有名 なウォシャウスキー兄弟は、2003年 に、その続編作

品に繋が る補完的な物語 として 『アニマ トリックス』 というアニ メ作品を企画 し、様 々な

日本の優秀なアニメ ・クリエー ターに 『マ トリックス』の世界を舞台 にした短編 アニメ作

{9「 お二人が考えている…」:同 パネルに参加 していた評論家の束浩紀氏 と脚本家の佐藤大氏のこと

を指す。

京都社会学年報 第16号(2008)



48 リベラ 歴史から見た日本と西洋のカルチュラル ・トレー ド

品を作 って もらった。その作品集が 『アニマ トリックス』である。そのなかの短編 アニメ

監督の一人は、『カウボーイ ・ビバ ップ』で アニメファンに広 く知 られた渡辺信一郎監督

である。渡辺監督は、2003年 に 『アニマ トリックス』のリリースの際にイギリスのBBCで

放送 された深夜番組でのインタビュー出演で、 日本のアニ メの特徴 に関 して次の ように語

った。

日本の アニ メーシ ョンというの は、昔か ら制作予算があ まりなか ったんです よ。 そのせいで、

デ ィズニー と同 じものは作れなかったので、その代わ りに、昔の人たちがいろいろ考えて、た く

さんのアクションがな くて も、見せ られるように、ス トー リーを重視 して作 られるようになった

んです よ。(Adα 配 αηdJoε(沁7bん ッ02003)

この ように、渡辺氏 と、 もう一人の同 じインタビューを受けた 『アニマ トリックス』の

プロデューサー(後 に 『鉄 コン筋 クリー ト』の監督 として好評を得 る)、 マ イケル ・ア リ

アスは、 日本のアニメはス トー リーを中心 にしているか ら、西洋 よりも多 くのジャンルが

あ り、子供や、主婦、サ ラリーマ ンなど様々な人のためのアニメ作品があると語っている。

とはいえ、司会者の ジョー ・コーニ ッシュの"HereinJapan...peoplearemostexcited

aboutthereleaseofT舵.Aη 厩 α調κ"と い う紹介の言葉には疑問が残る。『アニマ トリッ

クス』は西洋向けの作品であること、さらに、日本吹 き替 えはないことなどか ら、 日本の

視聴者 は 『アニマ トリックス』 を知 らない可能性 は高い。つ ま り、 ここで は、「日本の も

の」 と 「日本か ら海外 に来ているもの」 との微妙 な違いは無視されてお り、 日本のポップ

カルチ ャーの定義に関する混乱が起こっているのである。 しか し、この混乱 を基 にしてそ

れ らは流通 している。

日米共同製作 アニメである 『アニマ トリックス』に登場す る 「日本 らしさ」はその美学

的な面にあ る。 『アニマ トリックス』を構成す る全9作 の短編作品の内、 日本 を舞台に し

ている作品は一つだけである(森 本晃司監督の 『ビヨンド』)、そ して伝統的 な日本のイメ

ージ(侍 、寺、道場など)が2作 にしか登場 しない(ア ンディ ・ジョーンズ監督の 『ファ

イナル ・フライ ト・オブ ・ザ ・オシリス』、また川尻善明監督の 『プログラム』である)。

これ ら以外、各作品の舞台はア メリカ、あるいは、未来の地球である。それで も、渡辺信

一郎監督が担当 した2作(『 キッズ ・ス トー リー』 と 『デ ィテクティブ ・ス トーリー』)に

ついては、ハ リウ ッドの実写映画 をそのままアニ メ化 されているような作 品であって も、

「日本 らしさ」 があふれているように思 われる。それは、海外の視聴者 にとっては 「日本

製アニメ」 とは 「大人向けのアニメーション」その ものであるからである。

さらに、監督の全員が 日本人ではないということに も注 目すべ きである。9作 の内、2
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作 は外国人監督が担 当している。「日本のアニ メ」 と同 じものを作る外国人がいれば、「日

本のアニメ」 の定義 を直さなければならないのではないか。 さらに、ス トー リーはほとん

どウォシャウスキー兄弟による ものである。 これも、『トランスフォーマー』、また80年 代

のデ ィック社の作品 と同様、物語は海外で、そ して映像は日本で、 という役割分担の形で

の制作である。 さらに、昔 なら隠 されたはずの劇中の 「日本 らしさ」あるいは 「日本の イ

メージ」は、今、海外消費のため逆 に強調 されていることは注 目すべ きであろう。

実際の ところ、 『アニマ トリックス』は 日本のアーテ ィス トや監督が参加 しているとは

言って も、西洋の作品であることは変わ らない。 しか し、視聴者 にとって、「日本」を消

費す る方法の一つであることは確かである。一方、日本で リリースされたものは西洋か ら

の 「逆輸入」 といっても過言ではないのである。

4考 察

本稿では、 これまで、西洋においていかに して 日本のポ ピュラー ・カルチャーが受容 さ

れ、そこでいかなる 「日本」の イメージが構成されてきたのか を見て きた。

まず2節 では、浮世絵を輸入する際、西洋はそ こに 「新鮮」 ・ 「斬新」 ・ 「変わった」

東洋イメージを見いだしたのだが、輸入 された作品 自体が、西洋が咀噛 したうえで理解 し

やす くしたようなイメー ジを内在化 して描 かれたものだったというこ と、新版画 はその イ

メージをさらに日本が再輸入 してつ くりだ したものであるとい うことを確認 した。

その上で、3節 を通 して、1960・70年 代以降の日本ポピュラー ・カルチャーの西洋 にお

ける受容のあ り方を検討 した。そこから、70年 代か ら80年 代にかけて、 日本アニメに登場

する 「日本 らしさ」 を消去 しなが ら受容 国(た とえば欧米)ら しさ、あるいは普遍性 を吹

き込む傾向か ら、90年 代 におけるサ ブカルチ ャーでの 日本マ ンガやアニメ、 さらにゲーム

の流行に伴って広めた 日本に関するネガティブなイメージ、そ して最後に現在見 られてい

るメインス トリームにおける 「流行」 としての 日本のポピュラー ・カルチ ャーというパ タ

ーンを見てきた。そのなかで、現在の海外における 「流行」 も、 日本のポップカルチ ャー

を日本国内で消費 されているその ままの形で輸入するのではな く、 また別の 「海外 向け」

の 日本のポ ップカルチャーと して輸入 していることを確認 した。

以上のように、江戸時代の浮世絵の輸入について も、近年の 日本ポピュラー ・カルチ ャ

ーの輸入について も、欧米は一貫 して、その時代 ごとに受容 しやすい 「日本」 をイメー ジ

として構築 して きたことがわかる。

しか しなが ら、 こうした本稿の主張 に反対す る意見 もあるだろう。た とえば、前述 の
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日本 西洋

輸出

1960s贈80s半 ば:

ア トム 、 ヤ マ ト、 ガ ッ

チ ャ マ ン ー ・

マ ク ロ ス 、 ト ラ ン ス フ

オ ー マ ー …
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90s:う ろ つ き 童 子 、 ス ト

リ ー ト ・フ ァ イ タ ー 、 ボ

ケ モ ン、PowerRangers、

ドラ ゴ ン ボ ー ル

投資
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逆輸入

改変なし

一部の作品

作 品 と して の クオ リテ ィの 高 さ

マ ー ケ テ ィン グ

「日本」 らしさの

排除 された作品=

ア メリカ製として

「日本」

を無意識

的に受容

専用映画館、日本マン

ガアニ メ フ ァ ン誕生

「日本」ら しさ=暴

力 ・性的表現 ・資本

匡義 ・武術 ・非道徳

「日本」

社会批判

デ

イ
ズ

ニ
ー

ア

ニ
メ

国

家

政

策

化

現 在:ボ ケ モ ンの グ

ローバ ル化 、宮 崎 ア

ニ メ、ア カデ ミー賞

な ど

クオ リテ ィ ・

マーケテ ィング

ア ニ マ ト リ ッ ク ス 、 キ ル ・ビ ル 、

ラ ス ト ・サ ム ラ イ 、 ロ ス ト ・イ

ン ・ ト ラ ン ス レ ー シ ョ ン

受容

ジャポニスム

再来?

日本らしいアニメの製作

日本 ア ニ メの 海外 製作 、 ア メ リ カア ニ メの 日本 化 …

・「日本 の カ ルチ ャー」 「日本 ア ニ メ」 の再 定 義 の必 要 性

図2現 代における日本 と西洋のポピュラー ・カルチャー貿易をめ ぐる 「日本」 イメージ

と社会現象

JapanSocietyの 対談で、東浩紀は、次の ように、1960年 代以降の消費社会 ・ポス トモ ダ

ンを背景 にした日本のポ ップカルチ ャー と、江戸時代 などの古の美術 とは、見た目以外は
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ほとんど関係が ないと主張 している。

日本のオタク表現が 日本の伝統 的な美学 に基づ いているとい うのはおそらくそうで しょう。そ

れは もう、見るからに明 らかなので、ほ とん どそ うで しょうとしか言い ようが ないのですが…。

ただおそ らく重要なの はですね、 日本のマ ンガとか アニメとかゲームって言われているもの一

今 ジャパこ一ズポ ップカルチャーって言われているもの は基本的にはアメリカのポ ップカル

チ ャー を日本人が アダプ トして受 け入れて変更 して作ったものなのですね。そうい う意味で、20

世紀後半のアメリカのポ ップカルチャー とい うのは非常に重要な意味を持っている。そ して もう

1つ 大事なのがそれが 日本 において、 日本 は1940年 代 にアメリカに戦争 で負けて、一時期占領 さ

れるわけですけれ ども、その時期 におそ らく起源を持っている とい うことですね。その点で言 う

と、日本の江戸時代、 もしくは室町時代か ら一 村上隆は良 くその辺 りを参照 しますが 室町

時代、江戸時代の美学が真 っす ぐにそのままマ ンガやアニメを作 り出 したという議論は成立 しな

いと思い ます。(McGray,SaitoandAzuma2005:15)

ここでの東の主張は、以下の2点 に要約 できる。第一 に、現代 日本のマ ンガやアニメに

は、「明 らか」 に日本の伝統的 な美学に基づ いている という点、 しか しなが ら、 第二に、

文化 の土台となる部分 につ いては、アメリカか らの借 り物 で しかない とい う点であ る。 こ

こでは仮 に、前者を 「イメー ジ」 としての文化、後者 を 「テクニック」 としての文化 と考

えることがで きるだろう。すると、東 は日本文化の 「イメー ジ」 よ り 「テクニ ック」の部

分に注 目して、伝統文化 と現代のマ ンガやアニメは断絶 している、 と強調 しているのであ

る。

だがその一方で東は、伝統的 「イメー ジ」 に関 しては、「明 らか」であるとして不問に

付 している。つ まりそこで無意識に、本質的な日本の伝統なる ものを想定 して しまってい

るのである。

それに対 して、本稿が明 らかに したのは、実は東が暗黙の前提 とした 「イメージ」 とし

ての伝統でさえも、歴史的に一貫 して、構築 され続けて きた、 ということである(図3)。

このことは、西洋において受容 される 「イメージ」だけではな く、日本における 「伝統」

について も同様 に言える。すなわち、浮世絵 とい う反体制的な大衆文化か ら、保守的な意

味合いを もたせた新版画の運動が、西洋における美術 としての評価を内面化 したものだっ

たように、近年み られる 日本政府によるオ タクカルチ ャーの政策的利用 も、海外 ・西洋に

おいてその芸術的価値が認め られた後には じめて、それ らを積極的に利用 しようという動

きがでてきたという点では共通 している。 このように、 日本においても、ポ ピュラー ・カ

ルチ ャーの中の 「日本」の イメージは構築 されているのである。
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東氏の論点

内容

テ ク ニ ッ ク

江戸時代

(浮世絵、新版画など)

彦翻

伝統的

現代

(アニメ、マ ンガな ど)

伝統的

海外発、日本へ輸入

筆者の論点

内容

テ ク ニ ッ ク

江戸時代

(浮世絵、新版画など)

観 願⇔～毎亦'

棚 鰯 κよ勿簿i葵

伝統的

現代

(ア ニメ、マ ンガな ど)

伝統的⇔海外:

相互作用により構築

海外発、 日本へ輸入

図3東 氏と筆者の異なる論点

5 おわりに

冒頭のWmη8Abo嘘 」¢ραπの例に戻ってみよう。そこで、作家 とその息子 はそれぞれ世

代によって異なる 「日本」の イメージを抱いていた。1990年 代後半から現在 までも見られ

る、いわゆる 「ジャパ ン ・クール」現象のお陰で、息子が抱 く 「日本」が今後 さらに広 く

受け入れ られてい くようになるかはまだわか らない。 しか し、 もし彼が 日本国内で成功 し

ている作品を見たとして、そこに彼が見慣れている 「日本」のイメージが全 く現れなかっ

たとした ら、その作品は彼に とって魅力的ではない可能性 が高い。この ように考えると、

西洋か ら見た日本は永遠の 「幻」の ままであるのか もしれない。そ してそのような西洋か

らみ た 「日本」 のイメー ジを内面化 した ものであ る限 り、 日本国内に存在する伝統的な

「日本」 も 「ジャパ ン ・クール」 も、同様に 「幻」にす ぎないと言わざるをえない。
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Cultural Trade between Japan and the West as Seen 

Through History: From Japonisme to "Japan Cool"

Renato Rivera

     During the Edo period, cultural trade brought about not only exchange in 

artifacts, but also in ideas of aesthetics, fuelling inspiration for artists both in Japan 

and the West. Mutual influences seen in the works of the Impressionists and of the 

Ukiyoe masters reinforce this phenomenon, and henceforth Japan is seen as both a 

mysterious yet highly creative environment. 

     The concept of art and creativity within Japanese popular culture contents, be it 

that of the Edo period or of today, is one which is constantly in struggle. This paper 

will examine the image of Japan that its cultural trades reinforce in the West 

throughout various periods in time, from its high cultural status in the 1911, century, 

through the periods of "de-Japanisation" when the roots of its cultural exports were 

hidden away (or "deleted"), through to today's modern popular culture and marketing 

phenomena in order to pinpoint the factors surrounding the current resurgence of 

interest in Japanese popular culture, which is often referred to as "Japan Cool", but 

what could be considered in essence to be a re-emergence of Japonisme.
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